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2016 年 10 月 2 日 礼拝メッセージ 

聖書：使徒の働き 3 章 11〜17 節 

説教：御名を信じる信仰によって 

 
はじめに 
 ペテロとヨハネが宮で祈るために美しの
門と呼ばれるところを通ろうとしたとき、生
まれつき足の不自由な男が施しを求めてき
ました。ペテロはその男に向かってこう言い
ます。「金銀は私にはない。しかし、私にあ
るものを上げよう。ナザレのイエス・キリス
トの名によって歩きなさい。」そうして手を
取ると、男はすぐに立ち上がり、歩き始めま
した。 
 この事件のうわさはすぐに周りの人たち
に広まっていきます。大ぜいの人たちがこの
男のことを見に押しかけてきました。そのと
きペテロはなにを語ったのか。今日はその所
を見ていきます。 
 

１ ペテロ 
１）力か、信仰深さか？ 
 押しかけてきた人たちは、足のなえた男が
小さいときからずっと物乞いをしていたの
を知っています。その男が今自由に歩き回り、
はねたりおどったりもしている。どうしてこ
んなことが起きたのか。とても信じられない。
誰もがその理由を知りたがろうとしていま
す。 
 こんなとき、いつの時代でもみな同じこと
を考えるものです。ペテロが不思議な力を
持っていたからではないのか。いやいや、ペ
テロがすばらしい信仰をもっているからで
はないか。だいたいそんなことを考えるわけ
です。この時点では人々は観客で外野に座っ
て言いたいことをいっていればよかった。と

ころがこのあとペテロが語ったことばに
よって、自分たちは外野席にいるのではなく、
この試合のプレーヤーであったことを知ら
されていきます。その結果、4章 4節で、「み
ことばを聞いた人々が大ぜい信じ、男の数が
五千人ほどになった」とあるとおりのことが
起きていく。奇蹟を見ただけでは、人は信じ
たのではない。ペテロの口から出るみことば
を聞いて信じていった。いったいペテロは何
を語ったのでしょうか。 
 

２）イエスのよみがえりの証人に過ぎない 
 まず最初に確認したことはこれです。足の
なえた男がいやされたのは、自分に何か力が
あるとか、信仰深いからではない。ただ自分
たちはこのような者に過ぎないと、15 節の
後半で述べています。「神はこのイエスを死
者の中からよみがえらせました。私たちはそ
のことの証人です。」「私たち」とはペテロと
ヨハネのこと。もっと正確に言えば十二使徒
のことです。人々が驚くような奇蹟を起こし
ながら、ペテロのことばは非常に控えめです。 
 ときどき、こんな話を聞きます。「聖書に
あるとおりに、教会でたくさんの奇蹟を起こ
し、その奇蹟によって信者を増やすべきでは
ないか。そのために祈るべきだ。」一見もっ
ともなような話に聞こえるのですが、聖書を
よく読んでいただきたい。使徒たちの使命は
どこにあったのか。人が驚くような奇蹟を起
こし、人を大ぜい集めて信者を増やしていく。
それは彼らの使命ではなかった。自分たちは
ただ、イエスが死者の中からよみがえられた
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ことを証しするだけ。そう言っています。も
ちろんときには奇蹟が起きることはありま
す。しかし、あくまでもイエスの復活を宣べ
伝えることが第一の目的であったことを覚
えておいてよいと思います。 
 

２ あなたがたは 
１）神の子イエスを引き渡し、殺した 
 ペテロは自分の使命に従って、イエスが死
者の中からよみがえったことを証ししてい
きます。でもそのことを言うためには、その
前にイエスはなぜ死ななければならなかっ
たのか。そこからスタートしなければなりま
せん。イエスが事故か病気で亡くなりました
というのなら、イエスは私たちと何の関わり
もなかったでしょう。でも、ペテロはこう説
明します。13節から 15節の前半まで。「ア
ブラハム、イサク、ヤコブの神、すなわり、
私たちの父祖たちの神は、そのしもべイエス
に栄光をお与えになりました。あなたがたは、
この方を引き渡し、ピラトが釈放すると決め
たのに、その面前でこの方を拒みました。そ
のうえ、このきよい、正し方を拒んで、人殺
しの男を釈放するように要求し、いのちの君
を殺しました。」 
 人殺しの男とはバラバのことです。 
 イエスは事故や病気で死んだのではな
かった。あなたがたが自分の手で殺したのだ。
どうやって殺したか。あながたがたは、イエ
スが神を冒とくしたという罪で告発し、裁判
にかけたではないですか。裁判長のピラトは
最初、イエスには死罪にあたるような罪を認
められないので、釈放しようと考えていまし
た。ところが人々が集まって来てイエスを殺
せと叫びだした。このままでは暴動に発展し
かねない。もしそんなことになればローマ総

督としての監督責任が問われる。そこでピラ
トは、バラバを釈放して、イエスを十字架刑
に処することにした。イエスを殺したのはあ
なたがたなのだ、とはっきりと言いました。 
 これを聞いていたのは、ほとんどがエルサ
レムに住んでいる人たちですから、知らない
はずはありません。あのとき、自分がどんな
ことを思っていたのか、まだ記憶に鮮明です。
イエスが登場した最初の頃は、この男に大き
な期待をかけました。もしかしてローマ帝国
を追い払い、イスラエルに神の国を打ち立て
てくれるヒーローになるのではないか。イエ
スがエルサレムに入るとき、その期待は最高
潮に達し、人々は大歓迎した。ところが、イ
エスが逮捕されたというのを聞いたとき、そ
れまでの期待は大きな失望に変わってしま
う。きのうまでヒーローだったのが、今日は
ペテン師、詐欺師のように見えてきました。
逮捕されても、なにもできない自分も救えな
いような男を信じていたなんてなんと馬鹿
だった。そう思うと急に腹が立ってきた。そ
んな男は処刑すべきである。律法学者や祭司
長たちの策略もあって、あっという間に町中
大合唱になっていきます。拳を振り上げ、声
を張り上げ、イエスをののしる声が満ちてい
きます。そんな中でイエスは十字架につるさ
れ、死んでいかれました。 
 今は文明の進んだ時代なので、こんなこと
は起きない。自分できちんと考えて行動でき
ると言う人もいますが、実際どうでしょうか。
人間の罪の性質は変わりません。二千年前で
あろうが今であろうが、人のやることは同じ
です。未来に希望が持てなくなると、だれか
を悪者に仕立てて攻撃する。いま、ヘイトス
ピーチのような問題が注目されていますが、
まったく同じことが根っこにあるような気
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がします。 
 

２）本当にイエスはよみがえったのか？ 
 イエスが十字架につるされたとき、人々は
激しく自分の怒りをぶつけ、やがてイエスが
死んだのを見て、満足して家に帰りました。
あれから数ヶ月か半年くらい経ったでしょ
うか。イエスのことなど話題にも上らなく
なっていたとき、突然ペテロの口からイエス
の名前を聞くことになります。あなたがたど
のようにしてイエスを殺したのか。あのとき
は狂ったように、イエスを殺せと叫んでいま
した。いま時間が経ち少し冷静になってから
あのときのことを思い返すと、いったい自分
は何をしていたのか、確かにペテロの言うと
おりかもしれないと感じ始めます。もしペテ
ロの言うとおりに、イエスが神から栄光を与
えられた方であったなら、自分たちは大変な
ことをしたことになります。でも本当にそう
なのか。本当にイエスは神から栄光を与えら
れた特別な存在なのか。死からよみがえった
のか。肝心の所がまだはっきりしないままで
す。 
 

３ イエスはよみがえられた 
１）この男を見なさい 
 この疑問について、ペテロは二つの証拠を
挙げて説明します。15節後半から 16節。「し
かし、神はこのイエスを死者の中からよみが
えらせました。私たちはそのことの証人です。
そして、このイエスの御名が、その御名を信
じる信仰のゆえに、あなたがたがいま見てお
り知っているこの人を強くしたのです。イエ
スによって与えられた信仰が、この人を皆さ
んの目の前で完全なからだにしたのです。」 
 イエスがよみがえったことの証拠として

ペテロが示した一つ目の証拠。あなたがたが
よく知っている、さっきまで足なえだったこ
の人を見なさい。この人が証拠です。ペテロ
はこう言ったのです。「ナザレのイエス・キ
リストの名によって、歩きなさい。」そうし
たら立って歩くことができた。もしイエスが
十字架で死んだままだったままだったら、こ
んなことが起きるか。死んだ者が奇蹟を起こ
すことができるのか。できません。できたと
いうことは、イエスは生きている証拠ではな
いですか。これが一つ目。 
 

２）イエスによって与えられた信仰 
 そして二つ目の証拠。この人の足が完全に
いやされたのはなぜか。信仰がなければ神の
いやしはいただけない。それはイスラエル人
であればだれもが知っていることです。では
あなたがたは毎日この人を見ていたからわ
かるはずだ。この人がどんな信仰であったか。
奇蹟をいただくような信仰があったか。とう
てい思えない。ではいったいどこから信仰は
生まれたのか。「イエスによって与えられる
信仰」です。信仰もイエスが与えてくださっ
た。イエスが生きているから与えることがで
きる。このように、この人の身に起きたこと
がすべて主イエスが死からよみがえられた
ことを証ししている。ペテロはそのように言
いました。 
 これは、私たちにとって大きな慰めです。
努力してすばらしい信仰者、あるいはクリス
チャンにならなければと、どこかで思ってお
りますが、信仰さえも主が与えてくださるも
のなら、努力ではない、ということになりま
す。では何もしなくてよいのか。いいえ。し
ます。どうやってか。私たちは試練が目の前
に立ちふさがるようなときなにをしますか。
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命令されなくても祈るでしょう。「主よ、ど
うか奇蹟を起こしてください。」祈ってよい
のです。でももう一つ祈ってもよいことがあ
る。「主よ。私をあわれんでください。あな
たが信仰を与えてくださらなければ、私は信
じることができない者です。」 
 どうして信じられないのか。簡単です。私
は主を殺した者だからです。神を殺した者が、
神を信じる。もうそれだけで普通ではありえ
ないことだとわかります。それなのになぜ信
じられるのか。神の子を殺した者さえも、神
は赦してくださる。その赦しがあったからこ
そです。ペテロはそのことを身をもって経験
しました。だから言えるのです。 
 毎日が何も代わり映えのない日々に見え
ていたかもしれません。でも目を閉じて霊の
目で見渡すならば、主のめぐみが私たちを十
重二十重に取り囲んでいるのが見えてきま
す。 
 
 


